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Ａ.研究目的 

WHO 統合国際診断面接(Composite 

International Diagnostic Interview, 

CIDI)は、WHO が開発、公表している現時

点では唯一の、うつ病、不安障害などの比

較的頻度の高い精神疾患の診断をつけるた

めの情報を包括的に収集できる精神保健疫

学調査用の構造化面接である。精神障害の

国際的診断基準が DSM-IV から DSM-5 に、

ICD-10 から ICD-11 に変更されたことに伴

い、CIDI は第 5 版(CIDI 5.0)に改訂され

た。CIDI 5.0 を日本でも使用できるよう

に整備することは、わが国の精神障害の疫

学研究の基盤整備として、精神障害に関す

るさまざまな臨床研究で共通して診断、症

状評価を行う上で、また DSM-5 や ICD-11

による精神障害の診断を国内に広く普及す

る上で、きわめて有用と考えられる。 

 本研究は、CIDI 5.0 の日本語版を開発

し、その信頼性と妥当性を DSM チェックリ

ストや ICD 診断との比較、および少数の精

神疾患群と地域住民群との比較により検討

することを目的であり、2020 年度はその

ための準備を行った。

Ｂ.研究方法 

CIDI5.0 の英語版を日本語に翻訳した。

CIDI5.0 は CIDI3.0 と共通の文章が多いた

研究要旨 

本研究は、WHO 統合国際診断面接第５版(CIDI 5.0)の日本語版を開発し、その

信頼性と妥当性を検討することが目的であり、2020 年度は研究実施に向けた準

備を行った。具体的には、CIDI5.0 英語版を日本語へ翻訳し、面接システムを開

発し、CIDI5.0 英語版を開発したハーバード大学が主催する面接員トレーニング

用のウェビナーを本研究チーム 5 名が受講した。また、研究計画書を策定し、主

機関の倫理委員会から研究計画の承認を得た。現在、共同研究機関での倫理審査

中である。さらに、プライマリケア医・心理師・保健師との連携の可能性につい

ても検討を行った。来年度は少数の精神疾患群と地域住民群を対象に CIDI5.0 を

実施する予定である。 
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め逆翻訳は不要と考えられたが、翻訳業者

に和訳を依頼した後、複数の研究者によっ

て和訳を確認し必要に応じて修正を行っ

た。 

また、面接システム（PC 上で各設問が

表示され回答を入力するとインターネット

上のサーバーに回答が保存できるもので、

対面の面接にも用いられるもの）のベータ

版を作成した。さらに、世界精神保健調査

を統括するハーバード大学が主催する面接

員トレーニング用のウェビナーを本研究チ

ーム 5 名が受講した。さらに、研究計画書

を策定し、主機関の倫理委員会に申請し

た。 

令和 3 年 2 月 23～24 日に開催された研

究班会議（以下、班会議とする。）では、

CIDI5.0 の開発に向けてプライマリケア

医・心理師・保健師との連携の可能性につ

いて検討を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究は人を対象とする医学系研究に関

する倫理指針を遵守して行われる。主機関

においては研究計画の承認を受けた。共同

研究機関においては倫理審査を申請中また

は申請準備中である。 

 

Ｃ.研究結果 

CIDI5.0 の日本語版が完成し、それを搭

載した面接システムのベータ版も完成し

た。CIDI5.0 の日本語版を実施できる面接

者 5 人が養成された。5 人が受講したウェ

ビナーをもとに、日本における面接員トレ

ーニング用の研修プログラムを開発する予

定である。また、主機関の倫理委員会から

研究計画の承認を得た。 

班会議では、保健師は地域において精神

科受診に対して当事者やその親族から極め

て強い抵抗を示される場合が多々あり、

CIDI5.0 を地域保健の現場で活用できれ

ば、これまでよりも円滑に当事者を早期に

精神科医療につなげられる可能性があるこ

と等が共有された。 

 

Ｄ.考察 

CIDI5.0 の日本語版とそれを搭載した面

接システムのベータ版も完成したこと、お

よび日本において面接員が養成され面接員

トレーニング用の研修プログラムを開発す

るめどが経ったことなどから、2021 年度

に実施予定の患者群調査および地域住民調

査の準備は順調に進んでいると考えられ

る。また、患者群調査を実施予定の共同研

究機関では、倫理審査を申請中または申請

準備中であり、早ければ 2021 年 6 月頃か

ら患者群調査を開始可能になると考えられ

る。 

 

Ｅ.結論 

2020 年 11 月に採択されてから約 5 か月

の間に、CIDI5.0 英語版の日本語への翻

訳、面接システムの開発、面接者の養成を

行い、主機関の倫理委員会から研究計画の

承認を得た。2021 年度に実施予定の研究

に向けた準備は順調に進んでいると考えら

れる。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

G.研究発表 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 
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なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1.特許取得 

なし 

2 実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 




